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CUBE型の外部から視認しやすい象徴的な建物形状
耐⽕検証により韓国で初めて実現した

鉄⾻のアウトフレーム

VOIDのトップライトから⾃然光が降り注ぐ VOIDに⾯したコミュニケーションデッキ

0.6m×0.6mのGRIDで形成された天井 社内の⼀体感を⽣む中央の⼤規模なVOID空間

Concept CUBE

VOID

GRID

- Wellness / Energy / Communica on の実現 建築形状と様々な技術によるOpera onal Carbonの徹底削減

健康・省エネに寄与するコミュニケーションボイドの環境形成

外部環境に適応する放射冷暖房・外装・照明システム

表⾯積の最⼩化による熱負荷低減 屋上太陽光発電の最⼤化 ⼤規模蓄熱槽によるピークシフト

幾何学形状により⽣み出される多様な価値

配置図

⽬標/
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Commissioning
（運⽤段階）運⽤者

伝達

運転
適正化

データ
分析評価

VOID底部まで届く⾃然光 基準階平⾯年間で⼤きく変化する外部気候
□評価項⽬に対する設計者のデザイン意図 □⾃⼰評価欄
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放射冷暖房により年間空調
消費電⼒量を14%削減

韓国の⼀般建物と⽐較して
年間⼀次エネルギー消費量

45%削減を実現

夏季：33℃以上の⾼温多湿

冬季：-10℃以下の
厳しい寒さ
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18維持管理

Operational Carbonの⼤幅削減▲17,400 t-CO2/年 (▲99 kg/CO2/m2年)がLCCO2削減にも寄与している

その価値を海外に発信している

⼤規建物のため、⼀次エネルギー消費量の削減効果は⼤きく、建物全体で130,890GJ/年の削減となった。

⽇本で蓄積された建築・設備の統合デザイン・技術を海外（韓国）で実現し、実性能を検証することで、

韓国国内で事例が僅少のアウトフレーム、放射冷暖房といった技術を導⼊。韓国でフラッグシップとなりうる建物を実現
環境性能を運⽤段階で検証されることも少ないが、実施することで確かなエビデンスを持ち、波及性を有する

１〜5階を市⺠に開放しどなたでも利⽤できるようにし、オフィス部は個⼈が好みの居場所を選んで働きやすい空間とした

粉塵や⾶沫等による粒⼦を効率的に除去可能としている

オフィスとアトリウムが仕切りのない連続したオープンワークプレイスを実現

Covid-19以降注⽬される換気について、天井から吹き床から吸い込む"かけ流し空調"を可能とし、

敷地内においても植栽などのランドスケープの計画に配慮し、外部に対しても豊かなオープンスペースを提供している
CUBE型の建物形状により屋上⾯積を増やし、太陽光発電パネルの設置も⼤々的に⾏えている（481.5kWp）
⾃然光の利⽤、ファンアシスト⾃然換気、地中熱の熱源利⽤など⾃然のポテンシャルを活⽤した計画となっている
韓国の⼀般的なオフィスの79,000m2分もの削減に相当。CO2としてもOperational Carbonが⼤幅削減された

Design” として、建築⼀体の環境調整システムを構成し、省エネ・快適性等の⾯で⾼い機能を有しています
CUBE/VOID/GRIDによる幾何学的な建築デザインとMEP(設備)システムを統合した“Geometric MEP System
分散配置されていたグループ17社が集まる建物において、コミュニケーションが活発化された、活気ある建物となっている
海外（韓国）において⽂化や⾔葉を超えた、⾼いデザイン・技術⼒により、コンセプトを体現する機能的な建築を実現
シンプルでありながらも、象徴的なCUBEデザイン
計画敷地横の⾼速道路をはじめ、全⽅位から容易に視認できる象徴的な90m⾓のCUBE型の建物形状のデザイン
素直に⼒強い外観の表現を実現している
様々な製品を鉄から創り出す企業イメージを体現する鉄そのものを利⽤したGRID状のアウトフレームにより、
CUBE/VOID/GRIDの3つ幾何学的なデザインコンセプトに建築・設備・構造ともなぞらえることで空間に調和を⽣んでいる
コミュニケーションの活性化、魅⼒ある健康快適な空間、省エネルギーといった課題を解決するために設定した、
36m×36mのVOID空間はトップライトからの⾃然光に溢れ、豊かな環境の空間が創出されている
鉄⾻によるファサードデザインは、造船業を出⾃とし、鉄と共に成⻑してきた企業アイデンティティをデザインで表現

快適性や知的⽣産性を向上させる環境デザインにより、社員にとって魅⼒ある空間を形成
VOIDと⼀体で構築されたコミュニケーションデッキは、社員間でコミュニケーションを創出する場となっている
0.6mGRIDの天井放射冷暖房パネルは、全てが同⼀サイズとなり施⼯⾯でも効率化が可能となった
⼤規模建物でありながら、韓国の⼀般的な建物と⽐較して年間エネルギー消費量45%削減の実績です

建物の完成以来、多様な外部イベント等にも活⽤されて空間の魅⼒や環境配慮の取り組みについて発信されている

⼤規模プロジェクトにおける、⼤幅な省エネルギーの実現が、エネルギーコスト削減（LCC削減）にも寄与する
0.6mGRIDでモジュール化された天井システムは、建物運⽤時の調整が更新がしやすいシステムである
放射冷暖房パネルは基本的にはメンテナンスが不要で⻑年利⽤できるシステムである
海外において事例が少ない運⽤後の性能検証を⾏いエビデンスを得ながら、⻑期的な運⽤にも活かしている
建物設計者が運⽤段階にも関与し、最適運⽤に向けて施設管理者と連携する体制を構築

様々な環境配慮の取り組みにより、ランニングコストの⼤幅低減に繋げている。
放射冷暖房は⽔搬送となるため天井内設備が減り、階⾼低減による外装や躯体コスト低減にも寄与している
建物形状やアウトフレーム等の構造⾃体が環境調整機能の⼀部を担うことで、合理化を図っている

19耐久性
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19耐久性

- 統合デザインの実現と性能検証の実施による ” 海外への波及 ”

- CUBE / VOID / GRIDによる幾何学的デザインと環境設備エンジニアリングを融合した
  “Geometric Design”

韓国の城南市に建つHD現代の本社建物の計画です。各地で分散していた関連会社17社が集約して勤務する、延床⾯積180,000m2程度、地上20
階、地下5階の⼤規模⾃社オフィスビルです。韓国内においても将来、若年⼈⼝の減少が予期され、⼈材確保に結び付くような魅⼒あり知的⽣
産性の⾼い執務環境が求められました。⼀⼈当たりエネルギー消費量も増加しています。17社が集約することによる⼀体感の醸成も求められ
ました。本計画の主眼点として、豊かな働き⽅に対応した魅⼒あるワークプレイス(Wellness)、徹底した省エネルギーの実現 (Energy)、会社や
社員間のコミュニケーションの創出 (Communication) の実現を掲げました。

建物外形を90m⾓のCUBE型の建物形状とし、全⽅位から容易に視認できる象徴的なデザインとしました。構造的にも安定した正⽴⽅体の形状
は、夏は⾼温多湿、冬は酷寒となる気候条件で体積あたりの表⾯積が⼩さくでき、建物全体の熱負荷低減にも寄与します。

建建物中央部に設けられたVOIDは明るく開放的で豊かな場を⽣み出し、光や⾵、⼈が⾏き交う空間として機能します。VOIDとオフィスの間は
仕切りを設けず空間として連続しています。段状に構成されたコミュニケーションデッキは、オフィスワーカーのアクティビティを可視化し、
コミュニケーションを⽣み出します。VOIDがワーカーに対して豊かな室内環境であることが実測調査で確認されています。

4.5ｍGRIDの鉄⾻アウトフレームよるファサードデザインは、造船業を出⾃とし、鉄
と共に成⻑してきたHD現代の質実剛健な企業アイデンティティや、環境に対する企
業姿勢を表現しています。柱梁を外側に出したことで執務空間は無柱空間となり、
フレキシビリティを⾼めています。アウトフレームによる⽇射遮蔽効果により環境
性能を向上させています。オフィス空間は0.6mGRIDの天井で構成されており、アウ
トフレームのファサード、ペリメータのチルドビーム、インテリアの放射冷暖房全
体を外部環境に適応する環境調整システムとして位置付け、-20℃から35℃まで⼤き
く変化する外部気候に対して室内環境を省エネルギーで快適に維持します。

0.6m×0.6mのGRID毎に、天井放射冷暖房パネルを配置。韓国の伝統であるオンドルに着想
を得て、空気温度だけでなく放射熱を活⽤した、⼈の温冷感を加味した環境調整を⾏ってい
る。⽇本国内で⽐べても⼤々的な規模（敷設エリア43,000m2程度）で設置され、モジュール
化により全館ほぼすべて同じサイズの放射パネルを適⽤できています

夏季は⾼温多湿となる韓国では、放射冷房
は結露のリスクにより適⽤にあたり課題が
あります。本計画はVOIDとオフィスが仕切
られておらず⼀体の空間となっており、さ
らに難しい条件です。
そのような条件下でオフィスの全エリアに
⼤々的に放射冷暖房を導⼊しています

低温冷⽔（除湿系統）と中温冷⽔（放射パ
ネル・チルドビーム系統）を分けた潜熱顕
熱分離空調による適切な除湿や、オフィス
側への湿気の流⼊を防ぐエアバランス調整
、放射パネルに対する送⽔温度の適正化（
18℃程度）等により結露を防ぎ、省エネを
両⽴しながら実運⽤がなされています

アウトフレームがない場合と
⽐較し通年で外⽪空調負荷を
低減（南⾯）

GRIDに乗せて線状に直流給電によるLED照明を配置。発光部
分を露出させ、適度に視野に⼊る光の量を向上させ“明るさ感”
を⾼め、照明出⼒の低減による省エネルギーに繋げています

鉄⾻梁による冬季の室内への
熱橋影響がわずかであること
を確認

各所は⾃然採光により外部に近い光の波⻑特性です。⾃然光と同等
の⾼品質な光により、覚醒度に寄与するために⼗分なメラノピック
照度（275EML）の環境を形成し、サーカディアンリズムに効果的
な環境であることが実測により確認されています

夏季は空調の冷⾵はVOIDの底部で循環させ熱ロスを防ぎます。VOID頂部は⾼温にな
るため、換気窓を開放して⾃然排気により熱除去が可能。中間期には各階の空調機に
よる外気冷房の排気をVOID頂部から⾃然排気する”ファンアシスト⾃然換気”も可能。
冬季には頂部の温度の⾼い空気を底部に循環させ暖房に利⽤し熱回収を⾏います

CUBE形状はタワー形状と⽐べ、同容積でも建物表⾯
積条件が⼩さくなり、夏は⾼温多湿、冬は酷寒となる
気候で外⽪熱負荷が低減されます

CUBE形状により同じ体積の超⾼層ビル
と⽐べて屋上⾯積を増やし、多くの太陽
光パネルを設置可能としました

CUBEを⽀える地下躯体部分を利⽤した⼤型蓄熱槽
（7,500㎥）に、深夜に153,000MJもの冷熱を蓄えて
⽇中に利⽤します（夜間移⾏率の実績値：78%）。
これにより⽇中の電⼒需要を⼤幅に削減しています

韓国プロジェクトにおいて、⽇本で培われた統合デザインの⼿法や技術のノウハウを駆使しながら、現地の社会課題や地域性を加味した統合
デザインにより価値創造することを⽬指しました。海外でありながら竣⼯後の実測や性能検証を実施しその有効性を確認しています。環境設
備デザインの価値を実例でエビデンスとともに⽰すことで、韓国、⽇本、あるいはさらに広域への波及に繋げることを⽬指しています。

設計趣旨の通り最適運転がなされ
ているかを建物管理者と連携。海
外においても永く効率運⽤される
環境デザインの姿を⽬指している

本計画では、CUBE/VOID/GRIDという3つの明確なデザインコンセプトを掲げています。幾何学的な建築デザインと設備システムを統合し相乗
効果を⽣むデザイン（Geometric Design）により、⼀体の環境調整システムとして機能させています。快適性向上や省エネルギー等の様々な価
値が⽣みだされています。
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社会課題

地域性

⽇本への
フィードバック

⼀般的な超⾼層 ⼀般的な超⾼層
太陽光発電スペース

冷⽔熱源の熱需要のうち78%を夜間に蓄熱

屋上スペースの拡⼤

太陽光パネル

太陽光パネル

(481.5kWp)
容積 ±0%

▲12%表⾯積

CUBE型 CUBE型
60m×60m×200mH

729,000㎥

55,200m² 48,600m²

729,000㎥

90m×90m×90mH

韓国国内への
波及

海外への
さらなる展開

若年⼈⼝の減少・地球環境・
コミュニケーション

統合デザイン
（価値創造）

性能検証
（エビデンスの獲得）

建築設備の融合・アウトフレーム・放射冷暖房 等

90m

90mH

OfficeOffice

90m

90mOffice

コミュニケーションデッキ

Office

VOID
TION

K

ケ
U

-

健康的な光を享受できる空間を形成-

⼈の”温冷感”に基づいた放射冷暖房の⼤々的な適⽤-

オープンオフィス・多湿地域での放射冷暖房実現を⽀える室内環境調整システム-

アウトフレームによる環境調整-

⼈の”明るさ感”を⾼める照明-

季節に応じたVOID空間の熱除去と熱回収-

- -

表⾯積・熱負荷の最⼩化

⾃然採光

アウトフレームによる⽇射遮蔽
モジュール化された

放射冷暖房 きめ細かな照明制御

換気経路 頂部熱溜りの暖房利⽤

太陽光発電の最⼤化 躯体利⽤の⼤規模蓄熱槽

建築形状と様々な
技術による
Opera onal Carbon
の徹底削減

健康・省エネに寄
与するコミュニ
ケーションボイド
の環境形成

外部環境に適応する
放射冷暖房・外装・
照明システム

“GRID”

“VOID”

“CUBE”
0.0

0.2

0.4

0.6

0.8

1.0

1.2

1.4

360 420 480 540 600 660 720
波長

2023/7/20 11:00 2023/7/20 11:00
屋外
オフィス（窓際）
オフィス（中央部）
コミュニケーションデッキ

WELL認証で求められる
メラノピック照度(275EML)

オフィス窓際 (⻄⾯)

オフィス オフィス廊下 廊下

1200
1000
800

600
400
200

0

コミュニケーションデッキ

コミュニケーション(⻄側)
(東⾯)

オフィス窓際 (東⾯)

デッキ

VOID頂部
35°C以上

熱除去

給気

VOID頂部の排気窓

41.0℃

22.7℃

放射冷暖房パネル チルドビーム

明るさ感を⾼める
直流LED照明

アウトフレーム
冷房/暖房時ともPMVは快適領域

であることを実測で確認 視野内の光の量を増し明るさ感を⾼める

400Lx設定とする場合、

ライン状の
直流給電LED照明

天井表⾯への光の拡散
発光部分の室内側への

アウトフレーム

室内側の梁下⾯が

鉄⾻梁（室内側）▲65%,
▲2005kWh▲21%,

▲607kWh

冬季 中間期 夏季

3500
3000
2500
2000
1500
1000
500

0

▲64%
▲1290kWh

室内空気
22℃

外気
-15℃

18℃（かつ天井内）

放射冷暖房パネル(0.6m×0.6m)

露出により
明るさ感を⾼める

750Lxと⽐較し照明電⼒▲48%低減

Feu指標において
18.6「明るめ」評価

平均輝度
102cd/㎡

Feu 18.6 

三重ガラス

20.2℃

20.1℃

26.8℃

VOID底部での給気各エリアの光の分光分布 メラノピック照度の実測値 VOIDの熱除去
（夏季）

VOIDの熱回収
（冬季） VOIDの熱分布画像（夏季）

（夏季）
VOID頂部

20～25°C以上

VOIDVOID

排気窓開放 頂部熱の循環

SA

RA

AHU 冷房 暖房
SA

RA

AHU

外
⽪

熱
負

荷
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W
h]

A large-scale headquarters building located near Seoul that brings together 5,000 employees from 17 companies of the HD 
Hyundai Group. In order to solve issues such as revitalizing communication, creating an attractive, healthy and comfortable 
space, and saving energy, we have achieved a large-scale integration of architecture and environmental facilities based on 
three clear design concepts: CUBE / VOID / GRID.

建物概要
所在地 ：⼤韓⺠国   京畿道 城南市
⽤途  ：本社ビル
竣⼯年 ：2023 年 5 ⽉
規模  ：地上 20 階、地下 5 階
延床⾯積：175,751m2

建築主 ：HD Hyundai
設計者 ：株式会社⽇建設計
共同設計：Heerim Architects & Planners Co., Ltd      
施⼯者 ：現代建設（Hyundai Engineering & Construction Co., Ltd.）

実測値
（運⽤改善後）

韓国の
⼀般建物

⽬標値
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⼀般空調 放射冷暖房
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0.0

1m 2m 3m 4m 5m

0.5

-1.0

-0.5

1.0
-0.11-0.11 0.010.01 0.070.07 0.100.10 0.110.11
0.300.30 0.410.41 0.450.45 0.470.47 0.500.50

0.220.22 0.160.16 0.090.09
0.040.04 0.010.010.210.21 0.130.13

-0.16-0.16 -0.20-0.20

2024/1/16 09:30 北側
夏季 2023/9/1   12:30 南側

2024/1/16 14:00 北側

2023/8/31 17:00 ⻄側

快適領域
PMV≦±0.5

0.340.34

チルドビーム 放射パネル

Summer
太陽⾼度の⾼い

⽇射を遮蔽

ファサード ペリメータ インテリア
アウトフレーム チルドビーム 放射冷暖房パネル

- 中温冷⽔ / 中温温⽔系統
往き: 17℃(冷房時) / 33℃(暖房時)
還り: 19℃(冷房時) / 31℃(暖房時)

往き: 7℃(冷房時) / 60℃(暖房時)
還り: 15℃(冷房時) / 50℃(暖房時)

- 低温冷⽔ / ⾼温温⽔系統

＋三重ガラス

外気
35℃ 窓⾯

27℃

窓⾯
17℃

室内
22℃

室内
26℃

天井吹出

床吸込

SOA

SOA

外調給気ダクト
還気ダクト

外気ダクト
排気ダクトRA

OA

OA

EA

EA

RA
RA

放射パネル表⾯温度: 

天井から給気、床から吸込む

外気処理空調機

全熱交換器

“かけ流し空調”により
粒⼦やほこりを効率的に除去

気化式加湿 熱交換器

SOA

熱交換器
ローター型

C

H

冷温⽔コイル

21-22℃(冷房時)/ 29-30℃(暖房時

外気
-20℃

Winter
太陽⾼度の低い

⽇射を導⼊

55℃差で変化する
外部環境

ガラスの⾼断熱化により窓⾯温度を維持
 ※三重ガラス（⽇射遮蔽係数 : 0.35、熱貫流率 : 1.06W/m²k）

安定した室内環境と
快適性の確保

HD現代グローバルR&Dセンター

HD Hyundai Global R&D Center 

中間期
9/21 12:00 52.7 °

夏季
6/21 12:00 74.3°

冬季
12/21 12:00 28.8 °

VOID

36m

残
蓄
量
［
M
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蓄
放
熱
量
［
M
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